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メインインターフェイス

インターフェイスの概要

概念

System Managerのホームページ

ホームページには、ストレージアレイの日々の管理を行うためのダッシュボードビュー
が表示されます。System Managerにログインすると、最初に表示される画面がホームペ
ージになります。

ダッシュボードビューは4つの概要領域で構成されており、ストレージアレイの状態と健常性に関する重要な
情報が表示されます。詳細については、サマリー領域を参照してください。

• 通知

通知領域には、ストレージアレイとそのコンポーネントのステータスを示す問題通知が表示されます。ま
た、自動アラートが表示され、ストレージ環境の他の領域に影響が及ぶ前に問題をトラブルシューティン
グできます。

• * パフォーマンス *

Performance領域では、時間の経過に伴うリソース使用量を比較したり、対比したりできます。応答時間
（IOPS）、転送速度（MiB/秒）、使用中の処理能力（CPU）に関して、ストレージアレイのパフォーマ
ンス指標を表示できます。

• * 容量 *

容量領域には、ストレージアレイ内の割り当て済み容量、空きストレージ容量、および割り当てられてい
ないストレージ容量のグラフが表示されます。

• ストレージ階層

ストレージ階層領域には、ストレージアレイで管理されるさまざまなハードウェアコンポーネントとスト
レージオブジェクトがまとめて表示されます。ドロップダウン矢印をクリックして、そのハードウェアコ
ンポーネントまたはストレージオブジェクトに対して特定の操作を実行します。

SANtricity システムマネージャの新機能

System Managerの新機能は次のとおりです。

バージョン 11.53 の新機能

このバージョンにはマイナーな機能強化と修正のみが含まれています。

バージョン 11.52 の新機能
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新機能 説明

NVMe over FC ホストインターフェイス EF570またはE5700コントローラモデルで、既にサポ
ートされているNVMe over RoCEおよびNVMe over

InfiniBandに加えて、NVMe over Fibre Channelも購
入時のオプションとして追加されました。System

Managerのメニューには、この新しい接続タイプの統
計が表示されます。「NVMe over Fibre Channel

details」の「Settings [System]」が表示されます。

バージョン 11.51 の新機能

このバージョンにはマイナーな機能強化と修正のみが含まれています。

バージョン 11.50 の新機能

新機能 説明

NVMe over RoCE インターフェイス EF570またはE5700 DEシリーズコントローラ
で、NVMe over RoCEホスト接続が購入時のオプショ
ンとして追加されました。System Managerには、ホ
ストへのネットワーク接続を設定するための新しい
機能（ハードウェアページまたはメニューから設定[

システム]を選択）が追加されました。この機能は、
ストレージアレイへのNVMe over RoCE接続に関する
データを表示するための機能（メニュー：サポート
センター]またはメニュー：設定[システム]から選択で
きます）。

ボリュームグループのドライブを手動で選択 ボリュームグループを作成する際のオプションとし
て、自動選択に加え、ドライブを個別に選択するこ
とも可能になりました。一般には自動選択が推奨さ
れますが、ドライブの場所に特別な要件がある環境
では個別に選択することができます。

SANtricity Unified Manager の略 Unified Manager は、 E2800 シリーズおよび E5700

シリーズのコントローラの検出および管理に使用す
るブラウザベースのアプリケーションで、別途イン
ストールして使用します。System Manager の新機能
ではありませんが、この新しいブラウザベースのエ
ンタープライズフレームワークから System Manager

を起動して、検出されたストレージアレイに対する
処理を実行することができます。新しい Unified

Manager は、サポートサイトのソフトウェアダウン
ロードページからダウンロードできます。

セットアップウィザード
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概念

セットアップウィザードの概要

セットアップウィザードを使用して、ハードウェア、ホスト、アプリケーション、ワー
クロード、 プール、アラート、およびAutoSupport 。

System Managerを初めて開いたときは、セットアップウィザードが起動します。

セットアップウィザードでは、画面の指示に従って、ストレージアレイの名前の設定、ホストの設定、アプリ
ケーションの選択、ストレージのプールの作成など、基本的な設定タスクを実行します。

ウィザードをキャンセルした場合、手動で再起動することはできません。

ウィザードは、 System Manager を開くかブラウザを更新したときに、次の条件の少なくとも 1 つに該当し
ていれば自動的に再度起動されます。

• プールとボリュームグループが検出されていません。

• ワークロードが検出されていません。

• 通知が設定されていません。

セットアップウィザードに関する用語

ストレージアレイに関連するセットアップウィザードの用語を次に示します。

期間 説明

アプリケーション アプリケーションは、Microsoft SQL Server

やMicrosoft Exchangeなどのソフトウェアプログラム
です。

アラート アラートは、ストレージアレイで発生した重要なイ
ベントについて管理者に通知します。Eメー
ル、SNMPトラップ、またはsyslogを使用してアラー
トを送信できます。

AutoSupport AutoSupport 機能は、ストレージアレイの健常性を監
視し、テクニカルサポートに自動ディスパッチを送
信します。

ハードウェア ストレージシステムハードウェアには、ストレージ
アレイ、コントローラ、およびドライブが含まれま
す。

ホスト ホストは、ストレージアレイ上のボリュームにI/Oを
送信するサーバです。
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期間 説明

オブジェクト オブジェクトとは、任意の論理または物理ストレー
ジコンポーネントのことです。論理オブジェクトに
は、ボリュームグループ、プール、ボリュームがあ
ります。物理オブジェクトには、ストレージアレ
イ、アレイコントローラ、ホスト、ドライブがあり
ます。

プール プールは、論理的にグループ化された一連のドライ
ブです。プールを使用して、ホストにアクセス可能
な 1 つ以上のボリュームを作成することができま
す。（ボリュームはプールまたはボリュームグルー
プから作成します）。

ボリューム ボリュームは、アプリケーション、データベース、
およびファイルシステムがデータを格納するコンテ
ナです。ホストがストレージアレイのストレージに
アクセスするために作成される論理コンポーネント
です。

ボリュームは、プールまたはボリュームグループの
使用可能な容量から作成します。ボリュームごとに
容量が定義されています。ボリュームが複数のドラ
イブで構成される場合でも、ホスト側では1つの論理
コンポーネントとして認識され、

ボリュームグループ ボリュームグループは、同じ特性を持つボリューム
のコンテナです。ボリュームグループごとに容量
とRAIDレベルが定義されています。ボリュームグル
ープを使用して、ホストにアクセス可能な1つ以上の
ボリュームを作成することができます。（ボリュー
ムはボリュームグループまたはプールから作成しま
す）。

ワークロード ワークロードは、アプリケーションをサポートする
ストレージオブジェクトです。アプリケーションご
とに1つ以上のワークロードまたはインスタンスを定
義できます。一部のアプリケーションについては、
特性が似たボリュームで構成されるように System

Manager によってワークロードが設定されます。こ
れらのボリューム特性は、ワークロードがサポート
するアプリケーションのタイプに基づいて最適化さ
れます。たとえば、Microsoft SQL Serverアプリケー
ションをサポートするワークロードを作成し、その
ワークロード用のボリュームを作成する
と、Microsoft SQL Serverをサポートするようにボリ
ューム特性が最適化されます。
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よくある質問です

すべてのハードウェアコンポーネントが表示されない場合はどうすればよいですか？

ハードウェアの検証*ダイアログボックスにハードウェアコンポーネントが一部表示され
ない場合は、ドライブシェルフが正しく接続されていないか、ストレージアレイに互換
性のないシェルフが設置されている可能性があります。

すべてのドライブシェルフが正しく接続されていることを確認します。互換性のあるドライブシェルフが不明
な場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

すべてのホストが表示されない場合はどうすればよいですか？

接続されているホストが表示されない場合は、自動検出に失敗したか、ホストが正しく
接続されていないか、または現在接続されているホストがありません。

ホストの設定は、セットアップの完了後に実行できます。ホストは、次の方法で自動または手動で作成できま
す。

• ホストにHost Context Agent（HCA）がインストールされている場合は、ホストの設定情報がHCAからス
トレージアレイにプッシュされます。System Managerはこれらのホストを自動的に設定し、* Initial

Setup *ウィザードに表示します。

• ホストを手動で作成し、次のメニューから適切なホストポート識別子を関連付けることができます
：Storage [Hosts]。手動で作成したホストは、*初期セットアップ*ウィザードにも表示されます。

• 自動検出が機能するためには、ターゲットとホストにホストポートタイプ（iSCSIやNVMe over InfiniBand

など）が設定されており、ストレージへのセッションが確立されている必要があります。

正しいホストオペレーティングシステムタイプを特定するにはどうすればよいですか？

Host Operating System Typeフィールドには、ホストのオペレーティングシステムが表
示されます。推奨されるホストタイプをドロップダウンリストから選択するか、Host

Context Agent（HCA）でホストおよび適切なホストオペレーティングシステムのタイプ
を設定することができます。

ホストオペレーティングシステムのタイプ オペレーティングシステム（OS）とマルチパスドラ
イバ

AIX MPIO Advanced Interactive Executive（AIX）OSとネイテ
ィブMPIOドライバ

AvT_4M Silicon Graphics、Inc.（SGI）独自のマルチパスドラ
イバ（詳細についてはSGIのインストールに関するド
キュメントを参照

工場出荷時のデフォルト これはストレージアレイの初期起動用に予約されて
おり、特定のホストで使用されているホストオペレ
ーティングシステムとマルチパスドライバに変更す
る必要があります
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ホストオペレーティングシステムのタイプ オペレーティングシステム（OS）とマルチパスドラ
イバ

HP-UX 標準のマルチパスドライバを搭載したHP-UX OS

Linux（ATTO） Linux OSとATTO Technology、Inc.のドライバ
（ATTO FC HBAを使用）

Linux（DM-MP） Linux OSと標準のDM-MPドライバが必要です

Linux（Pathmanager） Linux OSとSGI独自のマルチパスドライバ。詳細につ
いてはSGIのインストールに関するドキュメントを参
照してください

Mac OS の場合 Mac OSとATTO Technology、Inc.のドライバ

ONTAP FlexArray

Solaris（バージョン11以降） Solaris 11以降のOSと標準のMPxIOドライバ

Solaris（バージョン10以前） Solaris 10以前のOSと標準のMPxIOドライバ

SVC（サービス） IBM SAN Volume Controllerの略

VMware ESXi OS

WindowsまたはWindowsクラスタ Windows Server OSと、DSMドライバを搭載し
たWindows MPIO

Windows（ATTO） Windows OSとATTO Technology、Inc.のドライバ

HCAがインストールされ、ストレージがホストに接続されると、HCAはI/Oパス経由でホストトポロジをスト
レージコントローラに送信します。ホストトポロジに基づいて、ストレージコントローラはホストと関連する
ホストポートを自動的に定義し、ホストタイプを設定します。

推奨されるホストタイプがHCAで選択されない場合は、System Managerでホストタイプを手
動で設定する必要があります。

アプリケーションを特定するとストレージアレイの管理にどのように役立ちますか？

アプリケーションを特定すると、アプリケーションタイプに基づいて、ストレージを最
適化するボリューム構成がSystem Managerによって自動的に提示されます。

アプリケーションによってボリュームを最適化することで、データストレージの処理効率を高めることができ
ます。ボリューム構成には、I/Oタイプ、セグメントサイズ、コントローラ所有権、読み取りと書き込みのキ
ャッシュなどの特性が含まれます。また、アプリケーションごと、ワークロードごとにパフォーマンスデータ
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を表示して、アプリケーションおよび関連するワークロードのレイテンシ、IOPS、MiB/秒を評価できます。

ワークロードとは何ですか？

SQL ServerやExchangeなど、ネットワーク内の一部のアプリケーションについては、
そのアプリケーション用のストレージを最適化するワークロードを定義できます。

ワークロードは、アプリケーションをサポートするストレージオブジェクトです。アプリケーションごとに1

つ以上のワークロードまたはインスタンスを定義できます。一部のアプリケーションについては、特性が似た
ボリュームで構成されるように System Manager によってワークロードが設定されます。これらのボリュー
ム特性は、ワークロードがサポートするアプリケーションのタイプに基づいて最適化されます。たとえ
ば、Microsoft SQL Serverアプリケーションをサポートするワークロードを作成し、そのワークロード用のボ
リュームを作成すると、Microsoft SQL Serverをサポートするようにボリューム特性が最適化されます。

System Managerでボリュームを作成する際には、ワークロードの用途について回答 から質問するように求め
られます。たとえば、Microsoft Exchange用のボリュームを作成する場合は、必要なメールボックスの数、メ
ールボックスに必要とされる平均容量、およびデータベースのコピーをいくつ作成するかについて設定しま
す。System Managerでは、この情報に基づいてボリュームの構成を最適化します。この構成は、必要に応じ
て編集することもできます。

SNMPまたはsyslogのアラートを設定するにはどうすればよいですか？

Eメールアラートに加えて、アラートが簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）トラ
ップまたはsyslogメッセージで送信されるように設定できます。

SNMPまたはsyslogのアラートを設定するには、メニューの[アラート]に移動します。

AutoSupport の配信方法を設定するにはどうすればよいですか？

AutoSupport 配信方法の設定タスクにアクセスするには、[Support][Support Center]メニ
ューに移動し、AutoSupport タブをクリックします。

サポートされているプロトコルは、HTTPS、HTTP、およびSMTPです。

AutoSupport 機能ではどのような種類のデータが収集されますか。

AutoSupport 機能には、標準のディスパッチタイプとして、イベントディスパッチ、ス
ケジュールディスパッチ、オンデマンドディスパッチ、リモート診断ディスパッチの3つ
があります。

AutoSupport データにユーザデータが含まれることはありません。

• イベントディスパッチ

テクニカルサポートへのプロアクティブな通知が設定されているシステムでイベントが発生する
と、AutoSupport 機能によってイベントトリガー型ディスパッチが自動的に送信されます。

◦ 管理対象のストレージアレイでサポートイベントが発生したときに送信されます。

◦ イベント発生時のストレージアレイの状況を包括的に記録した情報が含まれます。
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• スケジュールディスパッチ

AutoSupport 機能によって、複数のディスパッチが定期的に送信されます。

◦ 日次ディスパッチ--ユーザーが設定可能な時間間隔内に毎日1回送信されます現在のシステムイベント
ログとパフォーマンスデータが含まれます。

◦ 週次ディスパッチ--ユーザーが設定可能な時間間隔と日の間に毎週1回送信されます構成とシステムの
状態の情報が含まれます。

• * AutoSupport OnDemandおよびRemote Diagnosticsディスパッチ*

◦ * AutoSupport OnDemand*--問題 のトラブルシューティングに必要なときに、テクニカルサポートが
以前のAutoSupport ディスパッチの再送信を要求できるようにします。送信はすべて、AutoSupport サ
ーバではなくストレージアレイから開始されます。ストレージアレイはAutoSupport サーバに定期的
にコンタクトし、保留中の再送信要求がないかどうかをチェックし、適切に応答します。

◦ リモート診断--問題 のトラブルシューティングに必要な場合に、テクニカルサポートが最新
のAutoSupport ディスパッチをリクエストできるようにします。送信はすべて、AutoSupport サーバで
はなくストレージアレイから開始されます。ストレージアレイはAutoSupport サーバに定期的にコン
タクトし、保留中の新規要求がないかどうかをチェックし、適切に応答します。

推奨されるプール構成を承認するかどうかを判断するにはどうすればよいですか？

推奨されるプール構成を承認するかどうかは、いくつかの要因によって決まります。

次の質問に答えて、要件に最も適したストレージのタイプを特定します。

• できるだけ大きいプールではなく、容量の小さいプールを複数使用することを希望しますか？

• プールよりもRAIDボリュームグループを使用することを希望しますか？

• 推奨される構成を使用するのではなく、ドライブを手動でプロビジョニングすることを希望しますか？

これらのいずれかの質問に対する「はい」と答えた場合は、推奨されるプール構成を拒否することを検討して
ください。

ホストが検出されませんでした。どうすればよいですか？

接続されているホストが表示されない場合は、自動検出に失敗したか、ホストが正しく
接続されていないか、または現在接続されているホストがありません。

ホストの設定は、セットアップの完了後に実行できます。ホストは、次の方法で自動または手動で作成できま
す。

• ホストにHost Context Agent（HCA）がインストールされている場合は、ホストの設定情報がHCAからス
トレージアレイにプッシュされます。System Managerはこれらのホストを自動的に設定し、* Initial

Setup *ウィザードに表示します。

• ホストを手動で作成し、次のメニューから適切なホストポート識別子を関連付けることができます
：Storage [Hosts]。手動で作成したホストは、*初期セットアップ*ウィザードにも表示されます。

• 自動検出が機能するためには、ターゲットとホストにホストポートタイプ（iSCSIやNVMe over InfiniBand

など）が設定されており、ストレージへのセッションが確立されている必要があります。
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ホットスペアドライブとは何ですか？

ホットスペアは、RAID 1、RAID 5、またはRAID 6のボリュームグループで、スタンバ
イドライブとして機能します。問題なく動作するドライブですが、データは格納されて
いません。ボリュームグループ内のドライブで障害が発生すると、障害が発生したドラ
イブのデータがホットスペアに自動的に再構築されます。

ストレージアレイのドライブで障害が発生した場合、障害が発生したドライブからホットスペアドライブに自
動的に切り替わります。物理的にドライブを交換する必要はありません。ドライブ障害の発生時にホットスペ
アドライブが使用可能であれば、冗長性データを使用して障害が発生したドライブからホットスペアドライブ
にデータが再構築されます。

ホットスペアドライブは、特定のボリュームグループ専用ではありません。容量が同じかそれよりも小さいス
トレージアレイ内で障害が発生したどのドライブにも、ホットスペアドライブを使用できます。ホットスペア
ドライブのメディアタイプ（HDDまたはSSD）は、保護対象のドライブと同じである必要があります。

ホットスペアドライブはプールではサポートされません。プールでは、ホットスペアドライブ
の代わりに、プールを構成する各ドライブ内の予約済み容量を使用します。

ボリュームグループとは何ですか？

ボリュームグループは、同じ特性を持つボリュームのコンテナです。ボリュームグルー
プごとに容量とRAIDレベルが定義されています。ボリュームグループを使用して、ホス
トにアクセス可能な1つ以上のボリュームを作成することができます。（ボリュームはボ
リュームグループまたはプールから作成します）。

プールとボリュームグループの違いは何ですか？

プールはボリュームグループに似ていますが、次の点が異なります。

• プール内のデータは、同じ一連のドライブに格納されるボリュームグループ内のデータとは異なり、プー
ル内のすべてのドライブにランダムに格納されます。

• プールの方がドライブ障害時のパフォーマンスの低下と再構築にかかる時間が少なくなります。

• プールには予約済み容量が組み込まれているため、専用のホットスペアドライブは必要ありません。

• プールでは多数のドライブをグループ化できます。

• プールにはRAIDレベルを指定する必要はありません。

ストレージアレイの管理

概念

ストレージアレイの概要

ストレージアレイは、System Managerソフトウェアで管理されるストレージエンティテ
ィです。ストレージアレイは、物理コンポーネントと論理コンポーネントの両方の集合
で構成されます。
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物理コンポーネント

次の表では、ストレージアレイの物理コンポーネントについて説明します。

コンポーネント 説明

コントローラ コントローラは、ボード、ファームウェア、ソフト
ウェアで構成されます。ドライブを制御し、 System

Manager の機能を実装します。

シェルフ シェルフは、キャビネットまたはラックに設置され
るエンクロージャです。ストレージアレイのハード
ウェアコンポーネントを収容します。シェルフに
は、コントローラシェルフとドライブシェルフの 2

種類があります。コントローラシェルフは、コント
ローラとドライブを収容します。ドライブシェルフ
は、入出力モジュール（ IOM ）とドライブを収容し
ます。

ストレージアレイのメディアタイプや
インターフェイスタイプが異なる場合
は、ドライブタイプごとにドライブシ
ェルフが表示されます。

ドライブ ドライブは、データの物理ストレージメディアとし
て使用される電磁的な機械デバイスです。

ホスト ホストは、ストレージアレイ上のボリュームにI/Oを
送信するサーバです。

ホストバスアダプタ（HBA） ホストバスアダプタ（HBA）はホストに搭載される
ボードで、1つ以上のホストポートが搭載されていま
す。

ホストポート ホストポートは、コントローラに物理的に接続され
るホストバスアダプタ（HBA）のポートで、I/O処理
に使用されます。

管理クライアント 管理クライアントは、System Managerにアクセスす
るためのブラウザがインストールされたコンピュー
タです。

論理構成要素

ストレージアレイ内のドライブは、データに対して物理ストレージ容量を提供します。System Managerを使
用して、プール、ボリュームグループ、ボリュームなどの論理コンポーネントに物理容量を割り当てます。こ
れらのコンポーネントは、ストレージアレイ上のデータの設定、格納、メンテナンス、および保持に使用する
ツールです。次の表では、ストレージアレイの論理コンポーネントについて説明します。
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コンポーネント 説明

プール プールは、論理的にグループ化された一連のドライ
ブです。プールを使用して、ホストにアクセス可能
な 1 つ以上のボリュームを作成することができま
す。（ボリュームはプールまたはボリュームグルー
プから作成します）。

ボリュームグループ ボリュームグループは、同じ特性を持つボリューム
のコンテナです。ボリュームグループごとに容量
とRAIDレベルが定義されています。ボリュームグル
ープを使用して、ホストにアクセス可能な1つ以上の
ボリュームを作成することができます。（ボリュー
ムはボリュームグループまたはプールから作成しま
す）。

ボリューム ボリュームは、アプリケーション、データベース、
およびファイルシステムがデータを格納するコンテ
ナです。ホストがストレージアレイのストレージに
アクセスするために作成される論理コンポーネント
です。

Logical Unit Number（LUN；論理ユニット番号） Logical Unit Number（LUN；論理ユニット番号）
は、ホストがボリュームへのアクセスに使用する番
号で、アドレススペースに割り当てられます。ボリ
ュームは、LUNの形式でホストに容量として提示さ
れます。

各ホストには独自のLUNアドレススペースがありま
す。したがって、同じLUNを複数のホストで使用し
て、異なるボリュームにアクセスできます。

管理者パスワードによる保護

ストレージアレイには、不正なアクセスを防ぐために管理者パスワードを設定する必要
があります。

管理者パスワードの設定

管理者パスワードを設定すると、偶然または悪意を持ってシステムの停止を招くコマンドを実行するユーザか
らストレージアレイを保護できます。管理者パスワードは、System Managerを初めて起動するときに設定す
る必要があります。

すべてのユーザで共有する管理者パスワードが1つあります。このパスワードを使用するユーザは、オブジェ
クトや設定の追加、変更、削除など、ストレージアレイの設定を変更できます。

パスワードを入力します

1つの管理セッションでパスワードの入力を求められるのは1回のみです。操作を行わないまま20分が経過す
るとセッションはタイムアウトし、その時点でパスワードをもう一度入力する必要があります。
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セッション中に別の管理クライアントから同じストレージアレイを管理している別のユーザがパスワードを変
更した場合は、次回の設定処理や表示処理でパスワードの入力を求められます。

セキュリティ上の理由から、パスワードの入力を試行できるのは5回までとなっており、この回数を超えると
ストレージアレイは「ロックアウト」状態になります。この状態のストレージアレイは以降のパスワード入力
を拒否します。パスワードを再度入力するには、ストレージアレイが「通常」状態にリセットされるまで10

分間待つ必要があります。

パスワードで保護されたドライブを取り外しています

パスワードはストレージアレイ上の各ドライブの予約領域に保存されます。ストレージアレイからすべてのド
ライブを取り外すと、そのパスワードは使用できなくなります。この状況を修正するには、元のドライブの1

つをストレージアレイに再度取り付けます。

パスワード保護を解除しています

コマンドのパスワード保護が不要になった場合は、現在の管理者パスワードを入力し、新しいパスワードのテ
キストボックスを空白のままにします。

ストレージアレイで設定コマンドを実行すると、原因 がデータ損失などの深刻な損害を受ける
可能性があります。このため、ストレージアレイには常に管理者パスワードを設定する必要が
あります。セキュリティを強化するには、英数字15文字以上の管理者パスワードを使用してく
ださい。

問題の通知

System Managerは、アイコンおよびその他のいくつかの方法を使用して、ストレージア
レイに問題が存在することを通知します。

アイコン

System Managerでは、以下のアイコンを使用してストレージアレイおよびそのコンポーネントのステータス
が表示されます。

をクリックします。 説明

最適

最適でないか、障害が発生しています

対応または修正が必要です

注意

これらのアイコンはSystem Managerのさまざまな場所に表示されます。

• ホームページの通知領域には、失敗したアイコンとメッセージが表示されます。

• ナビゲーション領域のホームページアイコンに失敗したアイコンが表示されます。

• [コンポーネント]ページで、ドライブとコントローラのグラフィックスに障害アイコンが表示されます。
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アラートとLED

System Managerでは、アイコン以外の方法でも問題が通知されます。

• System ManagerはSNMP通知またはEメールのエラーメッセージを送信します。

• ハードウェアの保守操作必要LEDが点灯します。

問題の通知を受け取ったら、Recovery Guruを使用して問題を修正します。必要に応じて、リカバリ手順につ
いて説明しているハードウェアのドキュメントを参照し、障害が発生したコンポーネントを交換します。

重大イベント

重大イベントは、ストレージアレイに問題があることを示します。重大イベントをすぐ
に解決すれば、データアクセスの中断を回避できる場合があります。

重大イベントが発生すると、イベントログに記録されます。すべての重大イベントは、SNMP管理コンソー
ル、またはアラート通知を受信するように設定したEメール受信者に送信されます。イベントが発生した時点
でシェルフIDが不明な場合、シェルフIDは「Shelf unknown」と記載されます。

重大イベントを受け取った場合は、Recovery Guru手順 で重大イベントの詳細な概要 を参照してくださ
い。Recovery Guru「手順 」に情報を入力して、重大イベントを修正します。一部の重大イベントについて
は、修正時にテクニカルサポートへの連絡が必要になることがあります。

処理を実行中です

Operations In Progressページでは、現在実行中の長時間処理、またはSuspended

、Stopped、またはfailedのいずれかの状態の処理を表示できます。処理のタイプによっ
ては対処が可能です。

長時間の処理はシステムパフォーマンスに影響する可能性があります。一部の処理では、処理を停止したり、
より重要な処理を先に完了させるために優先度を変更したりすることができます。

[Operations in Progress]ページに表示される処理は、次のとおりです。

操作 処理のステータス 対処方法

ボリュームコピー 完了しました クリア

実行中です • 優先度を変更します

• 停止します

保留中です クリア

失敗しました • クリア

• 再コピー
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操作 処理のステータス 対処方法

停止しました • クリア

• 再コピー

ボリュームの作成（64TiBを超える
シックプールボリュームのみ）

実行中です _ なし _

ボリュームの削除（64TiBを超える
シックプールボリュームのみ）

実行中です _ なし _

非同期ミラーグループの初期同期 実行中です 一時停止

中断しました 再開

同期ミラーリング 実行中です 一時停止

中断しました 再開

Snapshotイメージのロールバック 実行中です キャンセル

保留中です キャンセル

一時停止中 • キャンセル

• 再開

ドライブの退避 実行中です キャンセル（ドライブの退避タイ
プによる）

プールまたはボリュームグループ
に容量を追加してください

実行中です _ なし _

ボリュームのRAIDレベルを変更し
ます

実行中です _ なし _

プールの容量を削減します 実行中です _ なし _

シンボリュームの再生 実行中です _ なし _

プールボリュームのInstant

Availability Format（IAF）処理の残
り時間を確認します

実行中です _ なし _
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操作 処理のステータス 対処方法

ボリュームグループのデータ冗長
性をチェックします

実行中です _ なし _

ボリュームグループのデフラグ 実行中です _ なし _

ボリュームを初期化 実行中です _ なし _

ボリュームの容量を拡張します 実行中です _ なし _

ボリュームのセグメントサイズを
変更します

実行中です _ なし _

ドライブコピー 実行中です _ なし _

データ再構築 実行中です _ なし _

コピーバック 実行中です _ なし _

方法

容量値のデフォルトの単位を設定します

System Managerでは、容量値をギビバイト（GiB）またはテビバイト（TiB）で表示で
きます。

このタスクについて

|===

| 略語 | 価値

 a|

GIB

 a|

1、024 ^3^バイト

 a|

TiB

 a|

1、024^4^バイト

|===
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すべてのユーザが独自の設定を使用できるように、設定はブラウザのローカルストレージに保存さ

れます。

.手順

. メニューを選択します。環境設定[環境設定]。

. 「*ギビバイト*」または「*テビバイト

*」のラジオボタンをクリックして、処理を実行することを確認します。

[[ID754b9dfb90b70d8743665e27e5438fb8]]

= パフォーマンスグラフのデフォルト期間を設定します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-interface/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

パフォーマンスグラフに表示されるデフォルト期間を変更できます。

.このタスクについて

ホームページおよびパフォーマンスページに表示されるパフォーマンスグラフの初回表示は、1時間
です。すべてのユーザが独自の設定を使用できるように、設定はブラウザのローカルストレージに

保存されます。

.手順

. メニューを選択します。環境設定[環境設定]。

. ドロップダウンリストから、* 5分*、* 1時間*、* 8時間*、* 1日*、または* 7日

*のいずれかを選択します。 処理を確定します。

[[ID1103353e8960996adcdceb769572cbe2]]

= Recovery Guruを使用して問題からリカバリします

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-interface/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

Recovery GuruはSystem

Managerのコンポーネントです。ストレージアレイの問題を診断し、問題を修正するリカバリ手順
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を推奨します。

.手順

. 「* Home *」を選択します。

. ウィンドウの中央上部にある[*Recover from `n`Problems *](問題からリカバリ

)というリンクをクリックします

+

Recovery Guru *ダイアログが表示されます。

. 概要リストに表示されている最初の問題を選択し、リカバリ手順
の手順に従って問題を修正します。必要に応じて、交換手順を使用して障害のあるコンポーネント

を交換します。表示された問題ごとに、この手順を繰り返します。

+

ストレージアレイ内の複数の問題が関連している場合があります。この場合、問題を修正する順序
が結果に影響する可能性があります。概要リストに表示されている順序で問題を選択して修正しま

す。

+

電源装置キャニスターに複数の障害がある場合、概要リストには1つの問題としてまとめて表示され

ます。ファンキャニスターの複数の障害も1つの問題として表示されます。

. リカバリ手順 が正常に完了したことを確認するには、*再チェック*をクリックします。

+

非同期ミラーグループまたは非同期ミラーグループのメンバーに問題を選択した場合は、最初にク

リアをクリックして障害をコントローラから解消し、再確認をクリックしてRecovery

Guruからイベントを削除します。

+

すべての問題が修正されると、ストレージアレイのアイコンは最終的に要注意から最適に変わりま

す。一部の問題では、再構築などの処理の実行中に修正中のアイコンが表示されます。

. *オプション：Recovery Guruの情報をファイルに保存するには、*保存

*アイコンをクリックします。

+

このファイルは'recovery-guru -yyyy-mm-dd-hh-mm-smm.html'

という名前でブラウザのDownloadsフォルダに保存されます

. *オプション：* Recovery Guru情報を印刷するには、*印刷*アイコンをクリックします。

[[ID6ffb37110f693fc660982a02e75bc7ce]]

= 実行中の処理を表示して対処します

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-interface/
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:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

長時間実行されている処理を表示して実行するには、Operations in

Progressページを使用します。

.このタスクについて

[Operations in

Progress]ページにリストされている各オペレーションについて、完了した割合と処理が完了する
までの推定時間が表示されます。場合によっては、処理を停止したり、処理の優先度を変更したり

できます。完了したボリュームコピー処理をリストから消去することもできます。

.手順

. [*ホーム（* Home）]ページで、[*進行中の操作を表示（* Show operations in

progress）]を選択します

+

[Operations in Progress]ページが表示されます。

. 必要に応じて、[アクション*（* Actions *）

]列のリンクを使用して、オペレーションの優先度を停止または変更します。

+

[CAUTION]

====

特に、処理を停止する場合は、ダイアログボックスに表示されているすべての警告テキストをお読

みください。

====

+

ボリュームコピー処理を停止するか、優先度を変更できます。

. ボリュームコピー処理が完了したら、「*クリア*」を選択してリストから削除できます。

+

ホームページの上部には、処理が完了すると、情報メッセージと黄色のレンチアイコンが表示され

ます。このメッセージには、[Operations in

Progress]ページから操作をクリアできるリンクが含まれています。

:leveloffset: -1

= よくある質問です

:leveloffset: +1
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[[IDee56f8108e2554fde18882786d4787c5]]

= 表示環境設定に関する詳しい情報は、どこで入手できますか。

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-interface/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

使用可能な表示オプションに関する情報は、次のヘルプトピックで参照できます。

* 容量値を表示する際のデフォルトの単位については、を参照してください

xref:{relative_path}set-default-units-for-capacity-

values.html["容量値のデフォルトの単位を設定します"]。

* パフォーマンスグラフを表示する際のデフォルト期間については、を参照してください

xref:{relative_path}set-default-time-frame-for-performance-

graphs.html["パフォーマンスグラフのデフォルト期間を設定します"]。

[[IDbaf0fbbe5a5f10e7c6f66a71ba641d91]]

= サポートされているブラウザ

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-interface/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

System Managerでサポートされるブラウザとバージョンは次のとおりです。

|===

| ブラウザ | 最小バージョン

 a|

Google Chrome

 a|

47

 a|

Microsoft Internet Explorer の略
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 a|

11.

 a|

Microsoft Edge の場合

 a|

EdgeHTML 12

 a|

Mozilla Firefox

 a|

31.

 a|

Safari

 a|

9.

|===

[[ID5b17f95e42c2e6a1bafeb26dd03c266b]]

= どのようなキーボードショートカットを使用できますか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-interface/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

System Managerをキーボードだけで操作できます。

== 全体的なナビゲーション

|===

| アクション | キーボードショートカット
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 a|

次の項目に移動する。

 a|

タブをクリックする

 a|

前の項目に移動する。

 a|

Shift + Tabキーを押します

 a|

アイテムを選択します。

 a|

入力するコマンド

 a|

ドロップダウンリスト--次のアイテムまたは前のアイテムに移動します

 a|

下矢印または上矢印

 a|

チェックボックス--アイテムを選択します

 a|

スペースキー

 a|

ラジオボタン--項目を切り替える

 a|

下矢印または上矢印

 a|

拡張可能なテキスト--項目を展開または縮小します。

 a|

入力するコマンド
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|===

== テーブルナビゲーション

|===

| アクション | キーボードショートカット

 a|

行を選択します。

 a|

Tabキーを押して行を選択し、Enterキーを押します

 a|

上または下にスクロールします。

 a|

下矢印/上矢印またはPage Down / Page Up

 a|

列のソート順序を変更します。

 a|

Tabキーを押して列見出しを選択し、Enterキーを押します

|===

== カレンダーのナビゲーション

|===

| アクション | キーボードショートカット

 a|

前の月に移動する。

 a|

ページアップしてください

 a|

次の月に移動する。

 a|
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ページダウン

 a|

前の年に移動する。

 a|

Ctrl + Page Upキーを押します

 a|

次の年に移動する。

 a|

Ctrl + Page Downキーを押します

 a|

閉じている場合は日付ピッカーを開きます。

 a|

Ctrl + Homeキー

 a|

現在の月に移動する。

 a|

Ctrl / Command + Home

 a|

前の日に移動する。

 a|

Ctrl / Command +左矢印

 a|

次の日に移動する。

 a|

Ctrl / Command +右矢印をクリックします

 a|
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前の週に移動する。

 a|

Ctrl / Command +上矢印

 a|

次の週に移動する。

 a|

Ctrl / Command +下矢印

 a|

フォーカスした日付を選択します。

 a|

入力するコマンド

 a|

日付ピッカーを閉じて日付を消去します。

 a|

Ctrl / Command + End

 a|

選択せずに日付ピッカーを閉じます。

 a|

エスケープ

|===

:leveloffset: -1

:leveloffset: -1

:leveloffset: -1

:leveloffset: -1
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